
漢字の書 楷書

～唐の四大家の書に学ぶ～



《本時の目標》

雁塔聖教序の特徴を発見し、
変化に富んだ

動きのある書を書こう！



《時代》

《筆者》



《内容》

仏の教えや悟りの道を求めて、
単身インドに赴いた玄奘（三蔵
法師）の功績をたたえたもの。



・優れた政治手腕をもっており、

太宗に仕えていた。

・鑑定の目が優れていた。

・王羲之の書を学び虞世南・欧陽

詢の書法をもとにしてリズミカ

ルでおおらかな書を完成させた。



「教」を書こう！



①起筆の角度



孔

九

雁



②起筆の角度



九

雁





②横画



雁

強
弱 強



④用筆



・雁塔聖教序の「教」の画数

→１０画

・楷書の「教」の画数

→１１画





①起筆

②横画

③用筆













①学習プリント ２枚
※どちらも記名をすること！

②まとめ作品 １点
※作品の表、下部にクラス・番号・名前を

記入すること！


